
一般社団法人東京都中小企業診断士協会 広報誌

特 集  ― 独立行政法人国際協力機構（JICA） ―
～独立行政法人国際協力機構のご紹介～

～中小企業・SDGsビジネス支援事業（JICA Biz）のご紹介～

～企業共創推進の取り組みのご紹介～

― BPS総合診断 ―
～「ＢＰＳ総合診断」は経営者が持つべき
　「経営リテラシー」の強化・実践に役立つ～



もくじ

東京都中小企業診断士協会ホームページ

https://www.t-smeca.com/

発行元：一般社団法人 東京都中小企業診断士協会
 〒104-0061 東京都中央区銀座2-10-18 東京都中小企業会館5階
 TEL：03-5550-0033　FAX：03-5550-0050
 E-mail：info_tokyo@t-smeca.com（会員事務局）
 E-mail：info_twork@t-smeca.com（事業事務局）
発行人：山 本 祐一郎
編集人：古 山 文 義
印　刷：大和印刷株式会社
発行日：2026年７月（年2回発行）

広報誌のバックナンバーはこちら　https://t-smeca.net/tokyo-compass/

巻頭挨拶　………………………………………………………………………  01

特　集　独立行政法人国際協力機構（JICA）
▶独立行政法人国際協力機構のご紹介　……………………………………  02

▶中小企業・SDGsビジネス支援事業（JICA Biz）のご紹介 ……………  04

▶企業共創推進の取り組みのご紹介…………………………………………  06

社会貢献を通じた地域活性化と
中小企業診断士の価値向上に向けた取り組み　 ……………………  08

地域連携支援部の活動紹介　…………………………………………………  09

BPS総合診断
▶「BPS総合診断」は経営者が持つべき

「経営リテラシー」の強化・実践に役立つ　 ……………  10

中小企業診断士川柳の部屋　…………………………………………………  11

WEB連載小説 スピンオフ　
シンダンシ・プラス　「夏はチョコミントの季節」 ………………………  12



　平素は、一般社団法人　東京都中小企業診断士
協会の活動に格別のご高配を賜り、厚く御礼申し
上げます。この度、本協会の会長に就任いたしま
した、山本　祐一郎でございます。
　日頃より、行政、自治体、金融機関、ならびに
中小企業支援機関の皆様には、多大なるご支援と
連携をいただき、心より感謝申し上げます。

　当協会は、中小企業診断士を会員とする専門家
組織であり、2026 年３月末現在、約 5,500 名
の会員を擁しております。会員には、独立して中
小企業支援に専念する人材、企業に勤務しながら
専門性を発揮する人材、さらには近年増加してい
る副業として支援活動に携わる人材など、多様な
バックグラウンドを持つプロフェッショナルが在
籍しています。さまざまな業界の第一線で活躍す
る人材が集う当協会は、まさに「支援機関への人
材供給源」であり、「業界横断的なシンクタンク」
として、これまでも行政や中小企業支援機関、金
融機関等の皆様と緊密に連携し、地域経済を支え
る支援を展開してまいりました。

　昨今、外部環境が激しく変化する中で、中小企
業・小規模事業者の皆様から寄せられる支援要請
は、高度化・多岐にわたっています。これにとも

ない、支援者である私たち中小企業診断士も、常
に能力の向上を図る必要があります。当協会では、
高いコンプライアンス意識の遵守はもとより、専
門能力の向上に向けた各種研修やセミナー、多岐
にわたる社会課題に対応した約 150 の「認定研
究会」、プロのコンサルタントを育成する「プロ
コン養成塾」などを通じて、日々研鑽を重ねてお
ります。

　こうした強固な基盤のもと、私たちは中小企
業・小規模事業者の皆様からの直接のご相談をは
じめ、行政や支援機関、金融機関からの要請に対
して、東京都下の６つの支部を通じて、機敏かつ
的確に応えてまいりました。

　これからの時代、直面する課題への対応にとど
まらず、その先にある「明るい未来のための体質
改善」に取り組む中小企業へのご支援こそが、き
わめて重要であると確信しております。

　当協会の多様な機能と強みをお知りいただき、
皆様の持続的な成長と経営イノベーションのパー
トナーとして、中小企業診断士をぜひご活用くだ
さいますよう、よろしくお願い申し上げます。

会長　山本　祐一郎

President Yuichiro Yamamoto

一般社団法人　東京都中小企業診断士協会

「Tokyo COMPASS第11号」
巻頭挨拶
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独立行政法人国際協力機構（JICA）特 

集

■独立行政法人国際協力機構（JICA）の概要と役割を教えてください。
　JICAは、日本の政府開発援助（ODA）を一元的に行う実施機関として、開発途上国への国際協力を行っ
ています。開発途上国に対する技術協力、無償資金協力、有償資金協力、ボランティアの派遣、国際緊急
援助隊の派遣など、開発途上国の開発にかかわる幅広い事業を手掛けています。東京に本部を置き、国内
拠点15カ所、海外拠点は約100カ所あり、140カ国以上の国と地域で活動しています。
■具体的な事業について、詳しく教えてください。
　特定の地域に限定する形ではなく、全ての開発途上国を対象に事業を実施しています。地域別の事業
規模は年度ごとに異なっており、例えば2024年度の実績では、事業規模が最も大きい東南アジア・大洋
州地域の23カ国に対しては6,000億円以上の協力を行っており、その他、南アジア向けに約4,800億円、
中東・欧州向けに約2,400億円、中南米・カリブ向けに約2,200億円、アフリカ向けに約1,300億円、東ア
ジアや中央アジア・コーカサス向けに約900億円と幅広い地域で事業を実施しています。（注）これらの
事業を通じて、JICAは開発途上国の基盤づくりのための支援を行っています。例えば、物流を円滑にす
るための港湾設備の建設を円借款（有償資金協力）や無償資金協力で支援し、その港湾設備や税関で働く
人材を技術協力を通じて育成するといったようにハードとソフトの支援を組み合わせて活動を行ってい
ます。更に現在は、民間企業と連携した取り組みも強化しています。民間企業のビジネス活動の視点から
も、人口規模や市場の成長性といったポテンシャルのある開発途上国との経済的な結びつきは益々深くなっ
ていると考えられます。

（注１） JICAの事業規模とは、2024年度における技術協力（研修員＋専門家＋調査団＋機材供与＋青年海外協力隊／海外
協力隊＋その他海外協力隊＋その他経費）、有償資金協力（承諾額）、無償資金協力（新規G/A締結額）の総額

（注２）複数国・地域にまたがるもの、および国際機関に関する協力実績を除く

■事業における特徴的な事例を教えてください。
　技術協力事業の一つの形態として、開発途上国の方々を日本に連れてきてトレーニングを行う研修事
業があります。1954年からの累計で70万人以上の方々を受け入れており、様々なテーマの研修を実施
しています。JICAは日本各地にある国内拠点で開発途上国からの研修員を受け入れており、各地域の特
長を生かした研修を実施しています。各研修の期間は、研修の目的にもよりますが、数日程度の短期の研
修から数か月間といった比較的長い研修もあり、研修対象者は主に開発途上国の行政官です。ビジネス
に関連したテーマでは、例えば生産性向上についての研修などを行っています。研修では座学に加えて、
現場視察も大きな学びとなるため、生産性向上が進んでいる企業の工場視察をさせていただくこともあ
ります。JICAが通訳を手配して工場に伺い、生産プロセスの改善のポイントやその効果を開発途上国か
ら来る研修員の方に学んでいただいています。こうした研修プログラムの検討や視察先の選定は、JICA
職員や、研修事業の実施を請け負っている外部専門家が行っています。中小企業診断士の方に専門家と
して入っていただき、研修の内容を一緒に検討いただくケースもあります。

独立行政法人
国際協力機構のご紹介
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■中小企業診断士が活躍されている事例を教えてください。
　日本で生まれた、いわゆる「カイゼン」による品質・生産性向
上のための支援を様々な国で行っています。特に最近では「ア
フリカ・カイゼン・イニシアティブ（AKI）」という取り組みの中
で、品質・生産性向上の「カイゼン」に加えて、経営戦略やマー
ケティング、人材管理等も含む「ビジネス・ディベロップメント・
サービス（BDS）」を、アフリカ各国に根付かせるための支援を
行っています。こうした活動を現場で担うのは、JICAが現地
に派遣する専門家であり、専門家の募集は基本的に公募で行っ
ています。AKIでは、多くの中小企業診断士の方に専門家とし
て活躍いただいており、アフリカの現地コンサルタントに対
する技術移転や、制度改善のための助言をいただいています。
例えば、カイゼン手法を活用した中小企業の品質・生産性向上
を目的として、カメルーンで実施した「中小企業品質・生産性
向上（カイゼン）プロジェクト」は、中小企業診断士が専門家と
して現地に入り、地道にカイゼン協力を実施頂いたことで、苦
労しながらも成果を築き上げることができたものです。中小
企業支援を担う現地の民間コンサルタントを体系的に育成し、
認証制度やガイドラインを整備することで、継続的に企業支
援が行われる仕組みを構築しました。これは、日本の中小企業
診断士制度に類似した制度を現地に導入したもので、個別企
業のカイゼンに留まらず、カメルーン全国での展開やアフリ
カの周辺国へ波及する可能性もある、持続可能な産業支援の
モデルとなっています。また、カイゼン手法を活用した製造業
の品質・生産性向上を目指して、南アフリカで実施している「品
質・生産性向上（カイゼン）プロジェクト」では、自動車産業の
経験のある中小企業診断士が、専門家として現地コンサルタントの育成や認証制度の構築、南アフリカ
において中小企業診断士の機能を担う人材の育成や組織の制度化に取り組んでいます。こうした活動を
通じて、南アフリカの国家資格制度であるNational Qualifi cation Framework（NQF）においても、カ
イゼンを活用した中小企業支援手法の国家資格化が着実に進展しており、日本の知見が南アフリカにお
いて評価・制度化されつつあります。JICAはその他の国でもAKIの取り組みを進めていますが、最近は「IoT
センサー等のデジタル技術を使ったカイゼン活動を進めたい」とのニーズが高まっています。ただ、ITと
カイゼンの両方に精通した専門家が少ないため、今後はこうした知見のある中小企業診断士の方にぜひ
ご協力いただければと期待しています。また、現地のコンサルタントや省庁関係者を日本に招いて実施
する研修でも、中小企業診断士の方に講義をお願いしていますが、AKIで来日する研修員にとっては、普
段の企業支援の様子をお伝えいただくことが一番の学びとなります。海外向けの内容である必要はなく、
言語は通訳で対応することも可能ですので、語学や国際経験の有無を問わず、活かせるスキルや経験が
ある中小企業診断士の方には是非ご協力いただきたいです。
■これからのJICAが目指す姿を教えてください。
　昨今の世界では、自然災害や感染症、紛争といった様々な問題が起きています。一方で様々な分野にお
いて技術革新（イノベーション）も進んでおり、従来とは異なるアプローチでこうした危機を乗り越えて
いける可能性も生まれています。企業の方々や中小企業診断士の皆様、その他の外部パートナーの方々
と「共創」することで、「革新」を生み、「信頼で世界をつなぐ」というJICAのビジョンを実現していきた
いと考えています。

　取材：井部　　聡
　執筆：井部　　聡
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独立行政法人国際協力機構（JICA）特 

集

■安達課長のこれまでのご経歴等、自己紹介をお願いします。
　2005年にJICAに入構後、主に運輸インフラのプロジェクトに携わってきました。スリランカ、インド
ネシアなど海外駐在も多く経験し、ジャカルタ都市高速鉄道というインドネシア初の地下鉄プロジェク
トにも長く携わっていました。その後はインド高速鉄道の事業に携わり、2023年に現在の民間連携事業
部に異動してきました。民間連携事業部では、中小企業・SDGsビジネス支援事業や、この後ご紹介する
企業との共創推進に取り組んでいます。
■中小企業・SDGsビジネス支援事業（JICA Biz）について教えて下さい。
　開発途上国に流入する資金のうち、民間資金がODAの金額をはるかに上回っている現在、開発途上国
の開発を進めるためには、企業の皆様との連携が非常に重要になっています。企業にとっても、世界経済
の成長を牽引し、さまざまな課題を抱える開発途上国は、市場として、生産拠点として、またイノベーショ
ンの拠点として重要になっています。JICA Bizは日本の企業等が自社の優れた製品・技術・サービス・ノ
ウハウを活用して開発途上国の課題解決に貢献するためのビジネスづくりをサポートする事業です。開
発途上国に進出したい日本企業が有する優れた製品やサービス、技術が、日本を離れて、進出先国で実際
にビジネスとして成立するかどうかを確認するための実現可能性調査を、コンサルタントによる伴走支
援と調査経費のサポートという形で支援しています。多くの社会課題を抱える開発途上国において、企
業の皆様がその社会課題の解決につながる製品やサービスなどを展開することで、持続的な社会課題の
解決を実現することを目指しています。JICA Bizでは、ビジネスモデルの検証を目的とした「ニーズ確認
調査」と、ビジネスプラン（事業計画）の策定を目的とした「ビジネス化実証事業」の２つのコースを用意
しています。「ニーズ確認調査」は調査期間の上限は12か月、調査経費の支援は上限1,500万円、「ビジネ
ス化実証事業」は調査期間が上限２年６か月、調査経費の支援は上限4,000万円となっており、毎年公示
をして活用いただく企業を募集しています（※）。JICA Bizによる支援が終わった後は、その企業に現地
でビジネスを展開していただき、そのビジネス活動が継続することによって、開発途上国のさまざまな
社会課題の解決につながっていけばと考えています。
　※ 制度の詳細はJICAホームページ「中小企業・SDGsビジネス支援事業（JICA Biz）について」を参照してください。
　　https://www.jica.go.jp/activities/schemes/priv_partner/activities/sme/index.html
■中小企業・SDGsビジネス支援事業（JICA Biz）の実績について教えて下さい。
　JICA Bizではこれまで累計1,600件以上の案件を支援してきましたが、中でも中堅・中小企業向けの支
援が圧倒的に多く、1,300件近くに上ります。日本の人口が減少し市場が縮小するなかで、次のビジネス
の展開先として開発途上国を考えている企業や、日本ではすでに活躍の場が減少しているものの、開発
途上国であれば活用できるような技術を有している企業、最初から開発途上国での展開を想定したビジ
ネスを計画している企業など、様々な企業に活用いただいています。採択事業の累計を事業実施地域別
の割合で見ると、東南アジア向け事業が約54％と過半数を占めていて、次にアフリカが約15％、南アジ
アが約13％、中南米が約７％と続いています。採択事業の分野課題別の割合を見ると、最も多いのは農

民間連携事業部 計画・連携企画課　課長　安達 裕章 氏 
2005 年独立行政法人国際協力機構に入構後、主に運輸インフラプロ
ジェクトに長年携わる。複数国の海外駐在を経験後、2023 年に民間
連携事業部に異動し、現在に至る。

中小企業・SDGs ビジネス
  支援事業（JICA Biz）のご紹介
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業分野で約20％、その他にインフラ整備・運輸交通分野が13%強、保健医療分野が13％弱となっています。
日本企業が強みを有する防災・災害対策分野の案件も10％以上を占めています。
■中小企業・SDGsビジネス支援事業（JICA Biz）について、特に成果を上げた具体例を教えてください。
　JICA Bizを活用した中小企業が成果を上げている事例は数
多くあります。例えば、株式会社菅原工業（宮城県）はJICA Biz
を活用してインドネシアでアスファルトコンクリート廃棄物
を活用した循環型舗装技術の導入のための調査を行いました。
この循環型舗装技術により、インドネシアの道路補修コスト
の削減や舗装の耐用年数の延伸、道路の安全性の向上が図ら
れると期待しています。シャボン玉石けん株式会社（福岡県）は、
森林火災や泥炭地火災による被害が大きいインドネシアで、環境配慮型の石けん系泡消火剤を活用した
消火技術の普及に取り組んでいます。これにより、森林や生態系の保護や煙害の低減、CO2排出量の抑
制を目指しています。株式会社トッププランニングJAPAN（東京都）はカンボジアにおいて、カシューナッ
ツのバリューチェーン構築と高付加価値化に向けた調査を行いました。JICA Bizの支援終了後は現地で
生産したカシューナッツの付加価値を高め製品化しただけでなく、カンボジアでのカシューナッツ工場
建設によりカンボジア農村部での雇用創出にも貢献しました。ドライフルーツなど農産物の乾燥機専業メー
カーである大紀産業株式会社（岡山県）は、スーダンで、農産物乾燥加工技術導入を通じたタマネギの付
加価値創出に向けた調査を行いました。食品乾燥機の普及によって乾燥タマネギを製造できる体制を整
えることで、タマネギの市場価格の乱高下を緩和し、タマネギ農家の収入安定化を目指しました。更にア
フリカの過酷な環境下で機械を稼働させたことで、東南アジアでの販路開拓の際に「最低限のメンテナ
ンスでしっかりと運用に耐えられる」との評価を得ることもできました。
■ 中小企業・SDGsビジネス支援事業（JICA Biz）において中小企業診断士に期待していることを教えて

ください。
　JICA Bizの採択企業を伴走支援するコンサルタントの中には、中小企業診断士の資格を取得されてい
る方が多くいらっしゃいます。その中でも、単なる経営分析にとどまらず、進出先国の状況を踏まえて、
柔軟にアドバイスいただける方が企業から高い評価を得ています。開発途上国では「日本のやり方はこ
うだから」と伝えても通用しないことがあります。その国や地域での経験、採択企業の属する業界での
支援経験を持っている方が強いという印象を受けています。ビジネスに精通し、企業支援に対する多く
の経験や知見を有する中小企業診断士の方に、こうした支援を期待しています。また、多くの中小企業と
のネットワークを有する中小企業診断士の皆様には、もしも支援先企業が開発途上国での社会課題解決
ビジネスを検討されている場合には、ぜひJICA Bizをご紹介いただけるとありがたいです。全国にある
JICAの国内拠点では、JICA Bizへの応募に向けた事前コンサルテーションを通年で受け付けています（※）。
基本的にはご希望に応じてご相談いただけますので、ぜひ積極的にご活用ください。
　※ JICA Bizの公示期間中は、公平性の観点で相談をお引き受けすることができないケースがありますのでご注意くだ

さい。

■これからの中小企業・SDGsビジネス支援事業（JICA Biz）が目指す姿を教えてください。
　今後も日本企業の知見を活かしながら、開発途上国の社会課題解決のためのビジネスの創出と拡大を
支援していきたいです。こうした取り組みを通じて、企業の皆様と共に、開発途上国の社会課題解決に取
り組んでいけるだろうと考えています。また、企業の海外展開は日本が国として推進する重要課題の一
つでもあります。公的機関であるJICAはその一翼を担い、企業の開発途上国展開を支援していきます。
更に、ビジネスの成果創出や現地の社会課題解決を実現した暁には、その実績を可視化して、いろいろな
形で広報をしていくことも大事だと考えています。JICA Bizによる支援終了後にどのような成果が生ま
れたのかを発信することは、その企業に対するさまざまな投資やパートナーの呼び込みに繋がると考え
ています。新たに企業が海外展開を希望するきっかけにもなると考えており、こうした持続的に循環す
る仕組みの構築に取り組んでいきたいです。

　取材：井部　　聡
　執筆：井部　　聡
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独立行政法人国際協力機構（JICA）特 

集

■石田主任調査役のこれまでのご経歴と自己紹介をお願いします。
　国際協力銀行を経て、2008年にJICAに入構しました。入構後は旧ソ連圏である中央アジア・コーカ
サス地域を担当する部署で有償資金協力を中心とした業務に従事しました。その後、産業開発部で開発
途上国のビジネス環境改善等の技術協力、企画部で事業の実績管理、財務部で決算業務等を行ってきま
した。企画部勤務時に中小企業診断士を取得しています。その後、中小企業基盤整備機構へ出向し、中
小企業の海外展開支援業務に従事し、2023年より現職となっています。
■JICAが企業共創推進の取り組みを開始した背景などを教えてください。
　これまでJICAは主に、無償資金協力や円借款を実施する際に企業の皆様に現地での建設業務等を受
注していただく、海外投融資や中小企業・SDGsビジネス支援事業（JICA Biz）といった企業向けの支
援メニューを活用いただく、といった形で、企業の皆様と連携した活動を行ってきました。そういった
活動も引き続き重要ですが、今後はそれらに加え、JICAと企業の皆様が、それぞれの強みを生かしてパー
トナーシップを組み、双方がコミットメントする形で開発途上国の社会課題解決やSDGsの達成を目指
す「共創」も推進していきたいと考えています。JICAは長年ODAを実施しており、開発途上国が抱え
る課題についての知見や、現地政府とのネットワークを有しています。また、ODA事業を通じて、現
地の政策や制度をより良い形に変えていくといった活動も行っています。一方で企業の皆様は、経営基
盤や事業基盤、先端技術やナレッジを活用して
開発途上国でビジネスを展開されており、こう
した活動により持続的に開発途上国の課題を解
決されていると思います。両者がそれぞれの強
みを持ち寄って、共に開発途上国の社会課題解
決やSDGs達成に向けて取り組んでいけるよう
にしていきたい。それが企業共創推進の取り組
みを開始した背景です。そのためにJICAの中
でも、組織文化や業務の進め方の変革に取り組
んでいます。
■企業共創推進によって実施した具体的な取組について教えてください。
　JICAと企業の皆様の「共創」には、主に３つのパターンがあると考えています。１つ目が、開発途
上国で企業が取り組んでいる事業をJICAが後押しする「企業主導型」です。例えば、JICA Biz採択企
業であったダイキン工業株式会社と行ったブラジルでの省エネ推進の取り組みがあります。ブラジルで
は電力不足や消費電力の抑制が課題となっていましたが、空調機の性能評価の基準が長年見直されてお
らず、省エネ性能に優れた機器の普及が進んでいませんでした。ダイキン社製の省エネエアコンの性能
がどれほど高くとも、ブラジルの市場では評価を得ることが難しい状況でした。とはいえ、単独の民間

民間連携事業部 計画・連携企画課　主任調査役
　石田 美帆 氏 

2008 年 JICA に入構。東・中央アジア部、産業開発部、
企画部、財務部にて勤務後、中小企業基盤整備機構に出向
し、中小企業の海外展開支援業務に従事。2023 年より現職。

企業共創推進の取り組みのご紹介
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企業が国の評価制度や基準の改正に取り組むのは限界がありました。そこでダイキン社とJICAで、ブ
ラジル政府に対して働きかけを行なった結果、基準や制度の改定につながり、ダイキン社製エアコンも
市場で高く評価されるようになりました。これはブラジルのエネルギー課題への対応と日本企業の技術
活用、その両方に貢献する取り組みとなりました。
　2つ目が、JICAが開発途上国で推進している事業に企業に参画いただく「JICA主導型」です。例えば、
JICAが食品安全の管理体制向上を目指してバングラデシュで実施していた技術協力事業に、ライオン
株式会社に寄附を頂いた事例があります。バングラデシュでは、安全で清潔な水の不足などの衛生状態
が原因で様々な感染症が深刻になっており、JICAは食品衛生に関する正しい知識や手洗い方法の指導
などを行っていました。こうした活動にライオン社に協力いただき、共にバングラデシュの抱える深刻
な社会問題の解決に貢献しました。
　そして３つ目がJICAと企業が並行し、共同で事業を実施してシナジーを創出する「JICAと企業の共
同型」となります。例えば、キルギスの地域振興に株式会社良品計画（無印良品）と取り組んだ事例が
あります。JICAはキルギスで、地域資源を活用した雇用創出や女性の自立支援のための事業を実施し
ていました。良品計画社は、開発途上国のものづくりを支援する商品開発を進めたいと考えていました。
そこでJICAと良品計画社が共同で活動し、JICAが支援する生産者コミュニティに対して良品計画社が
技術指導を行い、生産した商品を買い付けるといった形で、キルギス産フェルト商品の生産販売体制を
構築しました。キルギス人女性が特産品の生産を手掛け、収入を得て家庭を支えることにより、自立や
雇用の創出につながっていきました。
　中小企業の皆様との「共創」も進んでいます。例えば、ソロモンやパラオなどの大洋州地域の課題
解決に向けてJICAが実施した、企業の革新的な技術・ビジネスソリューションを発掘・支援するプロ
グラム「Pacifi c-DIVE」をきっかけとして、株式会社坂ノ途中や株式会社バイオームといった企業と、
JICAの技術協力事業での連携に向けて現在検討中です。
■ 企業共創推進のため、JICAが求めている中小企業診断士や、活躍している中小企業診断士の特徴を

教えてください。
　中小企業診断士は数多くの企業とのネットワークや現場における深い知見を持っています。そのよう
なネットワークや知見を活かしてJICAの事業を支援いただける方を求めています。例えば、先ほど紹
介した事例などを参考に「この企業ならこのように共創できるのではないか」とご提案をいただけると
大変ありがたいです。またJICAの内部でも、私を含め、中小企業診断士資格を持つ職員が増えてきて
います。こうしたJICA職員はビジネスに関する知見を活かして、今回ご紹介した「カイゼン」による
開発途上国の品質・生産性向上のためのプロジェクトやJICA Biz、企業共創推進などの業務を担当して
います。JICA内部でも、中小企業診断士資格に対する評価が高まっていると感じます。
■企業共創推進によって目指すべき姿、今後の抱負などをお聞かせください。
　世界は大きく変化しており、開発途上国が抱える課題も変わってきています。JICAは長きにわたっ
て開発途上国の支援を行ってきましたが、以前と変わらぬ支援を継続していても、複雑化する開発途
上国の課題に十分対応できなくなるだろうと思っています。そのため、革新的なソリューションを有す
る企業などの外部の皆様との「共創」をさらに進めていきたいと考えています。そのためにはまず、
JICAがこうした取り組みを行っていることを企業の皆様に知っていただき、JICAを「ビジネスパート
ナー」として見て頂けるようになることが必要と考えています。今回紹介した事例以外にもJICAでは
企業と共創してさまざまな活動を行っており、ホームページ（注）上でも紹介していますので、多くの
方々に企業共創の取り組みを知って頂きたいです。このような「共創」・「革新」のアクションにより、
JICAのビジョンである「信頼で世界をつなぐ」を実現していきたいです。

（注）https://www.jica.go.jp/activities/schemes/priv_partner/platform/index.html

取材:井部　　聡
執筆:高畠　伸晃

Tokyo COMPASS Summer 2026   07



　東京都中小企業診断士協会では、中小企業の経営支援はもとより、一企業の枠を超えて、地域社会全
体の活性化や多様な社会課題の解決を図る活動に注力しています。唯一の経営コンサルティングの国家
資格である中小企業診断士は、ビジネスの現場で培った高度な知見と豊富な経験を有しています。社会
貢献事業推進部では、これらの強みを最大限に活かし、「社会課題の解決のため、自発的に協働して、
営利を優先としない事業活動」を軸とした、次の３つの柱を中心とする事業に取り組んでおります。

１.社会貢献事業
　当部では、中小企業診断士が自発的に協働し、営利を目的としない多彩な社会貢献活動を推進・支援
しています。各支部組織や研究会などが行う、地域活性化支援、気候変動や生物多様性への対応、次世
代育成（子ども向け経済教室等）といった多岐にわたる社会貢献活動を支援しております。毎年、当部
より募集を行い多くの案件の応募を頂いております。令和８年度は13の事業を採択させていただきま
した。これらの活動の進捗は「TOKYO SMECAニュースデジタル」へ随時掲載するほか、年度末には「社
会貢献事業活動事例集」として一冊にまとめ、その成果を広く社会へ発信しています。

２.暮らしと事業のよろず相談会事業
　都民や事業者を取り巻く悩みは年々複雑化しています。これ
らに応えるため、東京10士業（弁護士、公認会計士、税理士、
中小企業診断士等）が緊密に連携し、毎年９月に一般の方向け
に「暮らしと事業のよろず相談会」を継続して実施しています。
一昨年度は我々、東京都中小企業診断士協会が主幹事を務め、
相談会を運営しました。多くの方に来場いただき、たいへん好
評でした。運営面でも他の士業より高い評価を頂きました。

３.災害復興・災害対策支援事業
　大規模な自然災害への備えや、被災地の一日も早い復興は喫緊の社会課題です。当協会は、16の士
業で構成される「災害復興まちづくり支援機構」の正会員団体として、各種会議や防災関係のイベント
に当部から部員を派遣しています。また、能登半島地震や八丈町台風災害といった被災地での専門家に
よる無料相談会へも部員を派遣し、支援を行ってきました。当支援機構が東京都との共催で毎年夏に開
催している「復興まちづくりシンポジウム」では今年度、当協会が主幹事を務め、16士業を牽引し開
催いたします。このシンポジウムは首都直下型地震に備えるため複数の士業と東京都民が共に防災、災
害復興を考える貴重な場となっています。

「社会貢献は、中小企業診断士の専門性と志を世に示す最良の機会です」
　中小企業診断士の能力は、個々の企業の業績向上にとどまらず、複雑に絡み合う地域の社会課題解決
や、災害時における事業継続・復興支援といった局面においても真価を発揮します。
　当部は、地域社会に寄り添い社会課題の解決も行う機会を創出し会員の皆様がその力を遺憾なく発揮
し、中小企業診断士としての誇りを再確認できる場をこれからも創出して参ります。今後とも当部の活
動へのご理解とご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

地域連携支援部の活動紹介社会貢献を通じた地域活性化と中小企業診断士の
価値向上に向けた取り組み

社会貢献事業推進部長　梅澤 尚稔
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　地域連携支援部は６支部それぞれの地域で事業者支援に取り組む診断士を支える活動を行っています。
主な事業は、「中小企業施策調査事業」「商店街・地域持続化事業」「地域連携支援事業」の３つです。
本稿では、各事業について簡単に紹介いたします。

■中小企業施策調査事業
　中小企業支援の現場では、国や地方自治体をはじめ、様々
な支援機関を通じて支援施策が提供されています。しかしな
がら、それらの施策は多岐にわたり、施策を事業者に提案す
る立場の中小企業診断士においても、その情報は限られるこ
とが多いのが実情です。
　これまで国や特定の支援機関が、自らが管掌する支援施策
の情報をとりまとめて情報発信することは行われていたものの、
それらは実施主体が行うもの以外は掲載されておらず、中小
企業診断士が実際に企業支援を行う際の「課題」の切り口で網羅性があるとは言えませんでした。
　そこで、支援者となる中小企業診断士が「支援課題」の視点で施策の情報にアクセスしやすい環境を
作っていくことを目的として、令和７年度から施策調査事業を実施しています。初年度は右表の７つの
テーマについて計60施策を調査しました。

■商店街・地域持続化事業
　人口減少や消費行動の多様化が進む中、各地域の担い手の
高齢化、街の変化への対応や取り巻く地域住民等を巻き込ん
だ対応等、地域商店街等における課題はなお山積しております。
　そこで、都内の商店街等が持続するにあたっての懸念とな
る課題・問題点を抽出し、その機能の強化・代替・自立化を
中小企業診断士が支援し、持続的な商店街の運営体制の構築
につなげていくこと、およびその過程における中小企業診断
士の役割を見える化して広く東京協会会員に共有することを
目的として、令和７年度から商店街・地域持続化事業を実施
しています。
　特徴としては、「商店街・地域持続化事業」という名前の通
り、商店街を支援する立場である商店街連合会をはじめ、ま
ちづくり会社、観光DMO、有志で活動する個店の連携体など、地域の活性化に関わる団体を広く支援
対象としていることです。

■地域連携支援事業
　地域における新たな支援の在り方等を考えるきっかけとなる機会を提供することを目的として、東京
協会６支部の地域支援担当部門のリーダーとの情報交換会を実施しています。また、一般社団法人東京
都信用金庫協会が優れた成果を上げた企業を顕彰する「しんきん優良企業」制度への協力等、中小企業
支援機関との連携にも取り組んでいます。

地域連携支援部の活動紹介
地域連携支援部長　大橋 康彦

令和７年度の調査テーマ

事業承継

DX・AI

人材確保・定着

起業・創業

経営改善・資金繰り改善

災害復興・ＢＣＰ

ダイバーシティ・女性活躍

令和７年度の支援商店街等

築地場外市場商店街

大島六丁目団地ショッピングセンター

青戸商店会連合会・青砥まちづくり協議会

東中野名店会

池袋平和通り商店街

安方商店街

自由が丘事業協同組合

株式会社まちづくり府中

品川区荏原町商店街

練馬区商店街連合会

常盤台南口商店会
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　今回のタイトルは、2026 年版「小規模企業白書」第２部のタイトルをお借りしたテーマとした。白
書では、経営環境の転換期に現状維持は最大のリスク。経営者の能力の差が明暗を分けると厳しく指摘
している。今起きている問題の解決による短期的な損益を追うのではなく、長期的な視点で、自ら課題
設定ができ、事業・組織構造を再構築していく「戦略」を持った経営に転換し、「稼ぐ力」を高め、「強
い中小企業」へと成長することが重要と指摘している。
　まさに、中小企業が成長、発展するには「ＢＰＳ総合診断」で指摘している「経営理念」「経営計画」
など経営者の思いをしっかりと持ち、３つのイノベーションから中長期を踏まえた経営基盤の強化へと
展開できる経営力を持ち、実践する粘り強さを持つことが重要である。
　白書で指摘している項目とＢＰＳ総合診断の項目を比較してみると、
Ａ）財務・会計（原価管理・資金繰り）

　表の競争力（ビジネスイノベーション）の一つ「財務基盤・キャッシュの創出」に該当する項目で
ある。原価管理や資金繰りはもとより、損益計算書による損益管理だけではなく、貸借対照表に表さ
れている資産内容を理解・分析した上で、問題点を把握し、改善へと展開する力が重要である。

Ｂ）組織・人材（労務管理・組織活性化）
　裏の競争力（システムイノベーション）の一つ「変化対応型の人材と組織運営」に該当する項目で
ある。人材育成、人材活用、組織統制、人事制度の視点で組織を俯瞰的にとらえ、柔軟な考え方に基
づき配置を考え、効果的な人材活用により、従業員のやる気を引き出す組織を作ることが重要である。

Ｃ）運営管理（品質管理・属人化防止）
　裏の競争力（プロセスイノベーション）の項目である「オペレーションのスピード、正確性、低コ
スト」と「継続的な改善（仕組み）」に該当する項目である。適正な業務プロセスを構築し、つねに「こ
れでいいだろうか」という考えを巡らせることが重要である。モノの品質だけではなく、プロセスの
品質維持・改善も運営管理上重要な項目である。

Ｄ）経営戦略（経営計画策定・マーケティング）
　冒頭に記載の通りであり、企業理念が定められ、中長期経営計画が立案され企業が一つの意思に基
づいて経営・運営されること、随時予実管理を行い、差異分析を定期的に実施、見直す、いわばＰＤ
ＣＡを適正に回すことが大事である。

　経営資源が乏しい中小企業では、単独ではなく、企業間連携や公的施策の利用などによる外部人材の
活用が効果的である。
　ＢＰＳ総合診断では、白書により指摘された項目の他、表の競争力では、商品やサービスの優位性を
維持するための継続的な開発、得意先や仕入先との関係性を重視した差別化された経営基盤の創出を重
要な項目としている。
　裏の競争力の内、プロセスイノベーションでは、受発注の管理、生産管理、会計業務など総合的な業
務の流れを基幹システムとして位置づけ、正確に運用することを重視している。
　もう一つの裏の競争力であるシステムイノベーションでは、人に起因するリスクや災害など外部要因
によるリスクに対する対応策の準備、ＩＴの活用とセキュリティなどをＩＴガバナンスによるシステム
の優位性と位置づけ、重要な項目としている。
　中小企業白書・小規模企業白書の項目としてＢＰＳ総合診断で掲げていた項目が取り上げられたこと
によりＢＰＳ総合診断の適正性が認められたと評価したい。

～「ＢＰＳ総合診断」は経営者が持つべき～「ＢＰＳ総合診断」は経営者が持つべき
　「経営リテラシー」の強化・実践に役立つ～　「経営リテラシー」の強化・実践に役立つ～
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東京都中小企業診断士協会
中小企業診断士川柳の部屋中小企業診断士川柳の部屋

　「中小企業診断士川柳」は、昨年10年目
を迎えました。
　昨年度はお題を「人材」で募集し、全国か
ら1,828句の応募をいただきました。中小
企業を温かく応援する視点で、中小企業の
経営や支援に関わる人々の喜怒哀楽を、斬
新な発想で詠んだ作品がたくさん寄せられ
ました。本号では、昨年の優秀作品をご紹
介します。
　11年目となる本年も秋口から川柳を募
集する予定です。ぜひ皆さまからのユーモ
アあふれる一句をお待ちしております。 時

短
マ
マ　

残
業
パ
パ
よ
り　

成
果
あ
り

（
こ
う
せ
い
ま
ま
）

良
い
部
下
は 

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
に 

胡
麻
を
付
け

（
カ
ラ
ス
の
行
水
）

今
ど
き
は 
上
司
が
下
座
で 

世
話
を
焼
く

（
１
３
６
）

人
材
を　

嘆
く
上
司
を　

嘆
く
部
下

（
中
年
や
ま
め
）

有
能
は　

逃
げ
怠
慢
は　

し
が
み
つ
く（

寄
生
虫
）

辞
め
た
い
と　

言
っ
た
次
の
日　

昇
進
し（朝

霧
澪
）

好
条
件　

出
せ
ば
疑
う　

闇
バ
イ
ト（し

ん
の
す
け
）

辞
め
た
あ
と　
「
いい
人
だっ
た
」と　

気
づ
く
日
々

（
い
ぬ
屋
敷
）

新
人
が　

ミ
ス
で
笑
顔
の　

輪
を
広
げ

（
陽
一
）

人
材
を　

見
抜
く
人
材　

ど
こ
に
い
る（ｍ

ａ
ｋ
ｏ
）

最優秀作品最優秀作品

入選作品入選作品
（応募順）（応募順）

社長川柳研究会社長川柳研究会
特別賞特別賞

（当協会城北支部認定研究会）（当協会城北支部認定研究会）

優秀作品優秀作品

求
人
の　

貼
り
紙
残
し　

店
閉
じ
る

（
笑
楽
）

最
大
の　

人
材
難
は　

社
長
で
す

（
の
さ
っ
く
）
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シンダンシ・プラス
～ 中小企業診断士です。企業とお店をサポートします ～

手
が
い
る
ん
で
す
よ
。
そ
う
、そ
れ
は
ミ
ン
ト
で
す
！
」

　
「
あ
あ
、チ
ョ
コ
ミ
ン
ト
味
ね
」

　
「
そ
う
で
す
チ
ョ
コ
ミ
ン
ト
！　

私
じ
つ
は
、チ
ョ
コ
ミ

ン
党
な
ん
で
す
」

　

そ
ん
な
党
派
が
あ
る
の
？　

ち
ょ
っ
と
怖
い
ん
だ
け
ど
。

　

チ
ョ
コ
ミ
ン
ト
ね
え
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
の
剣
行
さ
ん
が
リ

ク
エ
ス
ト
す
る
な
ら
新
商
品
と
し
て
考
え
て
も
い
い
け
ど
、

僕
自
身
は
チ
ョ
コ
に
ミ
ン
ト
は
な
い
方
が
好
き
か
な
あ
。
甘

い
の
と
ス
ッ
キ
リ
味
が
混
ざ
る
と
、子
供
の
ハ
ミ
ガ
キ
粉
み

た
い
な
味
っ
て
感
じ
て
し
ま
う
。
甘
い
か
ス
ッ
キ
リ
か
、ど

ち
ら
か
に
し
て
ほ
し
い
。

　

ド
ア
の
開
く
音
が
し
て
お
客
さ
ん
が
は
い
っ
て
き
た
。
ス
ー

ツ
姿
の
女
性
だ
。
あ
れ
？　

針
宮
さ
ん
と
一
緒
に
き
た
こ
と

が
あ
る
、中
小
企
業
診
断
士
の
、え
ー
と
、財
前
さ
ん
だ
。
思

い
出
せ
て
よ
か
っ
た
。

　
「
財
前
さ
ん
、い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
」

　
「
夏
は
チ
ョ
コ
ミ
ン
ト
の
季
節
な
ん
で
す
」

　

剣
行
さ
ん
は
チ
ョ
コ
ミ
ン
ト
熱
が
強
す
ぎ
て
、財
前
さ
ん

に
気
づ
か
な
か
っ
た
み
た
い
だ
。
レ
ジ
奥
か
ら
は
店
の
入
り

口
が
死
角
に
な
っ
て
い
る
し
。
僕
の
こ
と
も
眼
中
に
な
い
み

た
い
で
、チ
ョ
コ
ミ
ン
ト
語
り
が
つ
づ
く
。
こ
れ
か
ら
夏
が

は
じ
ま
る
と
か
な
ん
と
か
、ま
く
し
立
て
て
い
る
。

　
「
チ
ョ
コ
ミ
ン
ト
が
あ
る
ん
で
す
か
？
」

　
「
え
？　

い
え
、ま
だ
で
す
。
チ
ョ
コ
ミ
ン
ト
・
ド
リ
ン
ク

の
ア
イ
デ
ア
が
今
出
た
と
こ
ろ
で
」

　
「
つ
ぎ
の
新
メ
ニ
ュ
ー
で
す
」

　

剣
行
さ
ん
、か
っ
て
に
決
め
ち
ゃ
っ
た
よ
。
イ
ス
か
ら
身

を
乗
り
出
し
、店
の
方
に
顔
だ
け
出
し
て
い
る
。

　
「
最
高
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
早
く
メ
ニ
ュ
ー
に
加
え
て
く

だ
さ
い
。
チ
ョ
コ
ミ
ン
ト
の
潜
在
的
市
場
は
膨
大
な
も
の
が

あ
る
は
ず
で
す
。
チ
ョ
コ
ミ
ン
党
は
日
本
だ
け
で
も
三
千
万

人
は
い
ま
す
か
ら
ね
」

　

そ
れ
っ
て
ど
こ
調
べ
？　

本
当
か
な
ぁ
。
財
前
さ
ん
が
中

小
企
業
診
断
士
と
言
っ
て
も
、さ
す
が
に
疑
っ
て
し
ま
う
。

　

チ
ョ
コ
ミ
ン
党
が
ひ
と
り
増
え
て
し
ま
っ
た
。
形
勢
は
僕

に
不
利
だ
。
財
前
さ
ん
は
、ほ
う
じ
茶
ミ
ル
ク
・
タ
ピ
オ
カ
を

も
っ
て
テ
ー
ブ
ル
席
に
陣
取
る
。
と
な
り
に
は
剣
行
さ
ん
、

僕
は
向
か
い
に
き
た
。
こ
こ
に
い
た
く
な
い
気
分
だ
け
ど
。

　
「
と
こ
ろ
で
、タ
ピ
オ
カ
屋
さ
ん
も
大
好
き
で
す
よ
ね
、チ
ョ

コ
ミ
ン
ト
」

　

僕
に
矛
先
が
向
い
て
し
ま
っ
た
、ま
ず
い
。
大
好
き
で
す

よ
ね
っ
て
、お
し
つ
け
が
ま
し
い
し
。
チ
ョ
コ
ミ
ン
党
こ
わ

い
と
感
じ
た
第
一
印
象
は
ま
ち
が
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　

い
や
、こ
こ
で
僕
が
こ
わ
が
っ
て
自
分
の
意
見
を
曲
げ
た

り
言
え
な
か
っ
た
り
し
た
ら
心
理
的
安
全
性
が
あ
る
と
は
言

え
な
い
。
勇
気
を
出
す
ん
だ
。

　
「
チ
ョ
コ
ミ
ン
ト
は
、普
通
か
な
」

　
「
チ
ョ
コ
ミ
ン
ト
は
大
好
き
か
、大
嫌
い
か
ど
ち
ら
か
で
す
。

普
通
な
ん
て
選
択
肢
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
。
私
に
は
大
嫌
い
な

ん
て
言
う
ひ
と
の
気
持
ち
が
ま
っ
た
く
分
か
り
ま
せ
ん
け
れ

ど
ね
」

　
「
そ
う
で
す
ね
」

　

意
気
投
合
し
た
剣
行
さ
ん
と
財
前
さ
ん
の
チ
ョ
コ
ミ
ン
ト

談
義
が
は
じ
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
財
前
さ
ん
は
し
ば
ら
く
帰

り
そ
う
も
な
い
様
子
だ
。

　

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
・
ド
リ
ン
ク
は
冬
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
ら
、

夏
限
定
で
チ
ョ
コ
ミ
ン
ト
に
す
る
の
も
あ
り
か
も
し
れ
な
い
。

僕
は
乗
り
気
で
は
な
い
け
れ
ど
。

　

思
い
出
し
た
。
心
理
的
安
全
性
に
は
、失
敗
を
お
そ
れ
な

い
で
挑
戦
す
る
っ
て
こ
と
も
含
ま
れ
て
い
た
ん
だ
っ
た
。
チ
ョ

コ
ミ
ン
ト
の
商
品
開
発
は
剣
行
さ
ん
に
ま
か
せ
て
み
よ
う
か
。

　

こ
れ
ま
で
試
食
や
試
飲
は
し
て
も
ら
っ
て
い
る
け
れ
ど
、

剣
行
さ
ん
は
ま
だ
商
品
開
発
自
体
は
や
っ
た
こ
と
が
な
い
。

　

で
も
あ
の
様
子
だ
と
、失
敗
を
お
そ
れ
な
い
と
い
う
か
、

失
敗
す
る
は
ず
が
な
い
と
思
い
込
ん
で
る
、そ
れ
か
失
敗
の

可
能
性
に
気
づ
か
な
い
で
突
進
し
て
し
ま
う
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
。

　

と
な
る
と
、心
理
的
安
全
性
は
関
係
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

情
熱
が
あ
り
す
ぎ
る
の
も
考
え
も
の
だ
。

　

同
志
を
得
た
剣
行
さ
ん
の
頭
の
中
は
、チ
ョ
コ
ミ
ン
ト
で

い
っ
ぱ
い
だ
。
心
理
的
安
全
性
に
つ
い
て
は
、つ
ぎ
の
機
会

ま
で
に
よ
い
質
問
を
考
え
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　

ま
た
ド
ア
が
開
い
て
、や
っ
て
き
た
の
は
針
宮
さ
ん
だ
っ
た
。

今
日
は
コ
ン
サ
ル
の
予
定
で
は
な
い
け
れ
ど
。
タ
ピ
オ
カ
好

き
の
針
宮
さ
ん
は
、コ
ン
サ
ル
関
係
な
く
て
も
店
に
や
っ
て

く
る
。

　
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
。
今
日
は
お
客
さ
ん
で
す
か
」

　
「
そ
う
で
す
。
仕
事
で
近
く
ま
で
き
た
も
の
だ
か
ら
。
あ
ら
、

財
前
さ
ん
も
。
こ
の
お
店
気
に
入
っ
た
ん
で
し
ょ
」

　

得
意
顔
だ
。
自
分
が
こ
の
お
店
を
紹
介
し
た
も
の
だ
か
ら
、

財
前
さ
ん
に
先
輩
風
を
吹
か
そ
う
と
し
て
い
る
。

　
「
は
い
。
今
チ
ョ
コ
ミ
ン
ト
味
の
新
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
、

チ
ョ
コ
ミ
ン
党
仲
間
の
剣
行
さ
ん
と
検
討
し
て
い
た
ん
で
す
。

夏
は
こ
こ
に
通
う
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
」

　
「
チ
ョ
コ
ミ
ン
ト
な
ん
て
邪
道
。
和
食
に
ル
ー
ツ
を
も
つ

タ
ピ
オ
カ
屋
さ
ん
の
お
店
で
チ
ョ
コ
ミ
ン
ト
は
出
さ
せ
ま
せ

ん
よ
。
却
下
！
」

　

針
宮
さ
ん
、心
理
的
安
全
性
は
ど
こ
行
っ
た
。

 

仲
野　

祐
樹

　
（
小
説
を
書
く
中
小
企
業
診
断
士
）

東京都中小企業診断士協会ホームページにて小説「シンダンシ！」を連載しています。

本誌にて掲載しているスピンオフの原作となります。ぜひご覧ください。

URL  https://t-smeca.com/novel/
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シンダンシ・プラス
～ 中小企業診断士です。企業とお店をサポートします ～

　
「
夏
は
チ
ョ
コ
ミ
ン
ト
の
季
節
」

　

今
日
は
副
業
人
材
に
し
て
唯
一
の
従
業
員
、剣
行
さ
ん
が

出
勤
し
て
い
る
。
働
く
女
性
だ
か
ら
、お
店
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

層
で
も
あ
る
。

　

今
は
ち
ょ
う
ど
お
客
さ
ん
が
途
切
れ
て
レ
ジ
奥
で
イ
ス
に

す
わ
っ
て
く
つ
ろ
い
で
い
る
と
こ
ろ
だ
。
メ
ニ
ュ
ー
を
ぼ
ん

や
り
眺
め
て
い
る
。

　

梅
雨
の
終
わ
り
で
、降
っ
て
は
い
な
い
け
れ
ど
ド
ン
ヨ
リ

曇
り
空
。
気
分
は
重
く
な
り
が
ち
、
体
も
ダ
ル
く
感
じ
る
。

ぼ
ん
や
り
も
し
た
く
な
る
と
い
う
も
の
か
。

　

僕
は
知
っ
て
い
る
。
職
場
に
は
心
理
的
安
全
性
と
い
う
の

が
大
事
な
ん
だ
。
中
小
企
業
診
断
士
の
針
宮
さ
ん
が
言
っ
て

い
た
。
く
わ
し
い
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
、言
い
に
く

い
こ
と
も
言
っ
て
い
い
雰
囲
気
を
作
れ
っ
て
こ
と
み
た
い
だ
。

　

心
理
的
安
全
性
が
あ
る
と
、情
報
が
う
ま
く
伝
わ
っ
た
り

意
見
が
い
っ
ぱ
い
出
た
り
し
て
、仕
事
で
よ
い
結
果
が
出
せ

る
。

　

逆
に
心
理
的
安
全
性
が
な
い
と
、情
報
を
隠
し
た
り
、ひ

と
と
ち
が
う
意
見
を
言
え
ず
に
黙
っ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
。

問
題
が
発
生
し
て
み
ん
な
が
気
づ
い
て
い
て
も
、取
り
返
し

が
つ
か
な
い
と
こ
ろ
ま
で
い
か
な
い
と
、経
営
者
に
知
ら
さ

れ
な
い
な
ん
て
こ
と
に
な
る
。

　

よ
し
、今
が
チ
ャ
ン
ス
だ
。
こ
の
店
に
心
理
的
安
全
性
が

あ
る
か
、た
し
か
め
て
み
よ
う
。

　
「
剣
行
さ
ん
、タ
ピ
オ
カ
屋
っ
て
ど
う
な
ん
で
す
か
」

　
「
タ
ピ
オ
カ
屋
さ
ん
が
い
い
ま
す
か
。
も
う
と
っ
く
に
流

行
は
過
ぎ
て
い
ま
す
。
こ
の
商
店
街
に
お
店
を
出
し
た
と
き

に
は
、す
で
に
流
行
遅
れ
で
し
た
よ
ね
」

　
「
で
す
よ
ね
え
、僕
も
気
づ
い
て
い
ま
し
た
」

　

す
こ
し
も
言
い
に
く
そ
う
で
は
な
い
な
。
も
っ
と
言
い
に

く
い
こ
と
を
聞
い
て
み
な
い
と
、心
理
的
安
全
性
が
あ
る
か

わ
か
ら
な
い
。

　
「
タ
ピ
オ
カ
屋
だ
か
ら
っ
て
、タ
ピ
オ
カ
・
ド
リ
ン
ク
し
か

な
い
と
飽
き
が
き
て
お
客
さ
ん
来
こ
な
く
な
り
そ
う
で
す
か

ね
」

　
「
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
も
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
甘
い
タ

ピ
オ
カ
・
ド
リ
ン
ク
に
し
ょ
っ
ぱ
い
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
、無

限
ル
ー
プ
が
完
成
し
て
や
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
食
べ
す

ぎ
、飲
み
す
ぎ
に
注
意
し
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
じ
ゃ
な
い
で

す
か
。
ガ
マ
ン
す
る
身
に
も
な
っ
て
く
だ
さ
い
よ
」

　

僕
が
悪
い
わ
け
じ
ゃ
な
い
の
に
。
そ
う
い
え
ば
以
前
、浮

か
な
い
顔
を
し
て
い
る
剣
行
さ
ん
に
理
由
を
聞
い
た
ら
、新

商
品
の
試
食
や
試
飲
を
い
っ
ぱ
い
し
た
せ
い
で
太
っ
て
し
ま

っ
た
の
が
悩
み
だ
と
言
わ
れ
た
ん
だ
っ
け
。
試
食
と
試
飲
の

し
す
ぎ
に
は
注
意
し
な
い
と
い
け
な
い
。

　

そ
う
じ
ゃ
な
く
て
。
な
に
か
言
い
に
く
い
こ
と
を
聞
か
な

い
と
。

　

そ
の
後
、体
重
は
も
ど
り
ま
し
た
か
？　

な
ん
て
聞
い
た

ら
セ
ク
ハ
ラ
案
件
、剣
行
さ
ん
は
退
職
し
、僕
は
裁
判
に
引

っ
立
て
ら
れ
て
牢
屋
に
入
れ
ら
れ
て
し
ま
う
。
絶
対
口
に
で

き
な
い
ぞ
。
こ
れ
は
心
理
的
安
全
性
で
は
な
く
、コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
の
問
題
だ
。

　

そ
う
だ
、う
ま
い
ネ
タ
が
思
い
つ
い
た
。

　
「
剣
行
さ
ん
は
、き
の
こ
派
？　

た
け
の
こ
派
？　

僕
は

断
然
た
け
の
こ
派
な
ん
だ
け
ど
ね
」

　

僕
が
た
け
の
こ
派
だ
っ
て
聞
い
ち
ゃ
っ
た
か
ら
、き
の
こ

派
だ
っ
た
ら
言
い
に
く
い
ぞ
、き
っ
と
。

　
「
ど
っ
ち
で
も
い
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、気
分
で
好
き
な

方
を
食
べ
れ
ば
。
両
方
派
で
す
」

　

そ
ん
な
派
閥
あ
っ
た
ん
だ
。
た
し
か
に
、ど
っ
ち
派
と
か

こ
だ
わ
る
こ
と
で
は
な
い
か
も
。
そ
ん
な
に
高
い
っ
て
わ
け

で
も
な
い
お
菓
子
だ
し
。

　

だ
ぁ
っ
！　

ダ
メ
だ
ぁ
。
も
う
な
に
を
聞
い
た
ら
い
い
か

わ
か
ら
な
い
。

　
「
そ
ん
な
こ
と
よ
り
、こ
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
・
タ
ピ
オ
カ
な

ん
で
す
け
ど
」

　

冬
、特
に
バ
レ
ン
タ
イ
ン
の
時
期
に
人
気
が
出
る
だ
ろ
う

と
思
っ
て
考
え
た
メ
ニ
ュ
ー
だ
。
ド
リ
ン
ク
の
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
味
と
タ
ピ
オ
カ
は
ド
ハ
マ
り
し
て
、僕
も
満
足
の
商
品
に

仕
上
が
っ
た
。
売
り
出
し
た
ら
冬
の
人
気
商
品
に
な
っ
た
ん

だ
。

　

剣
行
さ
ん
は
メ
ニ
ュ
ー
を
眺
め
な
が
ら
、チ
ョ
コ
レ
ー
ト
・

タ
ピ
オ
カ
の
こ
と
を
考
え
て
い
た
の
か
。

　
「
う
ん
、僕
の
イ
チ
オ
シ
だ
し
、人
気
も
あ
る
ね
」

　
「
ま
っ
た
く
ダ
メ
だ
と
思
う
ん
で
す
」

　
「
う
そ
っ
！
」

　

バ
カ
な
。
む
し
ろ
完
璧
す
ぎ
る
く
ら
い
の
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ

ン
な
の
に
、そ
こ
ま
で
否
定
さ
れ
る
な
ん
て
。

　

い
や
、待
て
。
心
理
的
安
全
性
だ
。
ど
ん
な
意
見
に
も
オ
ー

プ
ン
な
気
持
ち
で
、ま
ず
は
話
を
聞
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

意
見
を
否
定
し
て
し
ま
っ
て
は
、発
言
し
て
も
無
駄
、意
見

を
言
っ
た
ら
損
だ
と
思
わ
れ
て
心
理
的
安
全
性
は
失
わ
れ
て

し
ま
う
ん
だ
。

　
「
な
、な
る
ほ
ど
ぉ
。
剣
行
さ
ん
の
お
口
に
は
ち
ょ
っ
と
合

わ
な
い
と
。
こ
う
し
た
ら
い
い
点
と
か
あ
る
か
な
。
教
え
て

も
ら
え
る
と
た
す
か
る
ん
だ
け
ど
」

　
「
よ
く
ぞ
、聞
い
て
く
れ
ま
し
た
、タ
ピ
オ
カ
屋
さ
ん
。
で
は
、

謹
ん
で
お
教
え
し
ま
し
ょ
う
。
チ
ョ
コ
に
は
相
思
相
愛
の
相

タピオカ屋
多比岡経隆（つねたか）。高級日本
料理屋の後継者。日中タピオカ屋
を営み、夜は親の店を手伝う。

針宮　沙羅
商社に勤め副業で活動する中小企
業診断士。タピオカ屋とは創業支
援して以来の付き合い。

登  場  人  物
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手
が
い
る
ん
で
す
よ
。
そ
う
、そ
れ
は
ミ
ン
ト
で
す
！
」

　
「
あ
あ
、チ
ョ
コ
ミ
ン
ト
味
ね
」

　
「
そ
う
で
す
チ
ョ
コ
ミ
ン
ト
！　

私
じ
つ
は
、チ
ョ
コ
ミ

ン
党
な
ん
で
す
」

　

そ
ん
な
党
派
が
あ
る
の
？　

ち
ょ
っ
と
怖
い
ん
だ
け
ど
。

　

チ
ョ
コ
ミ
ン
ト
ね
え
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
の
剣
行
さ
ん
が
リ

ク
エ
ス
ト
す
る
な
ら
新
商
品
と
し
て
考
え
て
も
い
い
け
ど
、

僕
自
身
は
チ
ョ
コ
に
ミ
ン
ト
は
な
い
方
が
好
き
か
な
あ
。
甘

い
の
と
ス
ッ
キ
リ
味
が
混
ざ
る
と
、子
供
の
ハ
ミ
ガ
キ
粉
み

た
い
な
味
っ
て
感
じ
て
し
ま
う
。
甘
い
か
ス
ッ
キ
リ
か
、ど

ち
ら
か
に
し
て
ほ
し
い
。

　

ド
ア
の
開
く
音
が
し
て
お
客
さ
ん
が
は
い
っ
て
き
た
。
ス
ー

ツ
姿
の
女
性
だ
。
あ
れ
？　

針
宮
さ
ん
と
一
緒
に
き
た
こ
と

が
あ
る
、中
小
企
業
診
断
士
の
、え
ー
と
、財
前
さ
ん
だ
。
思

い
出
せ
て
よ
か
っ
た
。

　
「
財
前
さ
ん
、い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
」

　
「
夏
は
チ
ョ
コ
ミ
ン
ト
の
季
節
な
ん
で
す
」

　

剣
行
さ
ん
は
チ
ョ
コ
ミ
ン
ト
熱
が
強
す
ぎ
て
、財
前
さ
ん

に
気
づ
か
な
か
っ
た
み
た
い
だ
。
レ
ジ
奥
か
ら
は
店
の
入
り

口
が
死
角
に
な
っ
て
い
る
し
。
僕
の
こ
と
も
眼
中
に
な
い
み

た
い
で
、チ
ョ
コ
ミ
ン
ト
語
り
が
つ
づ
く
。
こ
れ
か
ら
夏
が

は
じ
ま
る
と
か
な
ん
と
か
、ま
く
し
立
て
て
い
る
。

　
「
チ
ョ
コ
ミ
ン
ト
が
あ
る
ん
で
す
か
？
」

　
「
え
？　

い
え
、ま
だ
で
す
。
チ
ョ
コ
ミ
ン
ト
・
ド
リ
ン
ク

の
ア
イ
デ
ア
が
今
出
た
と
こ
ろ
で
」

　
「
つ
ぎ
の
新
メ
ニ
ュ
ー
で
す
」

　

剣
行
さ
ん
、か
っ
て
に
決
め
ち
ゃ
っ
た
よ
。
イ
ス
か
ら
身

を
乗
り
出
し
、店
の
方
に
顔
だ
け
出
し
て
い
る
。

　
「
最
高
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
早
く
メ
ニ
ュ
ー
に
加
え
て
く

だ
さ
い
。
チ
ョ
コ
ミ
ン
ト
の
潜
在
的
市
場
は
膨
大
な
も
の
が

あ
る
は
ず
で
す
。
チ
ョ
コ
ミ
ン
党
は
日
本
だ
け
で
も
三
千
万

人
は
い
ま
す
か
ら
ね
」

　

そ
れ
っ
て
ど
こ
調
べ
？　

本
当
か
な
ぁ
。
財
前
さ
ん
が
中

小
企
業
診
断
士
と
言
っ
て
も
、さ
す
が
に
疑
っ
て
し
ま
う
。

　

チ
ョ
コ
ミ
ン
党
が
ひ
と
り
増
え
て
し
ま
っ
た
。
形
勢
は
僕

に
不
利
だ
。
財
前
さ
ん
は
、ほ
う
じ
茶
ミ
ル
ク
・
タ
ピ
オ
カ
を

も
っ
て
テ
ー
ブ
ル
席
に
陣
取
る
。
と
な
り
に
は
剣
行
さ
ん
、

僕
は
向
か
い
に
き
た
。
こ
こ
に
い
た
く
な
い
気
分
だ
け
ど
。

　
「
と
こ
ろ
で
、タ
ピ
オ
カ
屋
さ
ん
も
大
好
き
で
す
よ
ね
、チ
ョ

コ
ミ
ン
ト
」

　

僕
に
矛
先
が
向
い
て
し
ま
っ
た
、ま
ず
い
。
大
好
き
で
す

よ
ね
っ
て
、お
し
つ
け
が
ま
し
い
し
。
チ
ョ
コ
ミ
ン
党
こ
わ

い
と
感
じ
た
第
一
印
象
は
ま
ち
が
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　

い
や
、こ
こ
で
僕
が
こ
わ
が
っ
て
自
分
の
意
見
を
曲
げ
た

り
言
え
な
か
っ
た
り
し
た
ら
心
理
的
安
全
性
が
あ
る
と
は
言

え
な
い
。
勇
気
を
出
す
ん
だ
。

　
「
チ
ョ
コ
ミ
ン
ト
は
、普
通
か
な
」

　
「
チ
ョ
コ
ミ
ン
ト
は
大
好
き
か
、大
嫌
い
か
ど
ち
ら
か
で
す
。

普
通
な
ん
て
選
択
肢
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
。
私
に
は
大
嫌
い
な

ん
て
言
う
ひ
と
の
気
持
ち
が
ま
っ
た
く
分
か
り
ま
せ
ん
け
れ

ど
ね
」

　
「
そ
う
で
す
ね
」

　

意
気
投
合
し
た
剣
行
さ
ん
と
財
前
さ
ん
の
チ
ョ
コ
ミ
ン
ト

談
義
が
は
じ
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
財
前
さ
ん
は
し
ば
ら
く
帰

り
そ
う
も
な
い
様
子
だ
。

　

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
・
ド
リ
ン
ク
は
冬
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
ら
、

夏
限
定
で
チ
ョ
コ
ミ
ン
ト
に
す
る
の
も
あ
り
か
も
し
れ
な
い
。

僕
は
乗
り
気
で
は
な
い
け
れ
ど
。

　

思
い
出
し
た
。
心
理
的
安
全
性
に
は
、失
敗
を
お
そ
れ
な

い
で
挑
戦
す
る
っ
て
こ
と
も
含
ま
れ
て
い
た
ん
だ
っ
た
。
チ
ョ

コ
ミ
ン
ト
の
商
品
開
発
は
剣
行
さ
ん
に
ま
か
せ
て
み
よ
う
か
。

　

こ
れ
ま
で
試
食
や
試
飲
は
し
て
も
ら
っ
て
い
る
け
れ
ど
、

剣
行
さ
ん
は
ま
だ
商
品
開
発
自
体
は
や
っ
た
こ
と
が
な
い
。

　

で
も
あ
の
様
子
だ
と
、失
敗
を
お
そ
れ
な
い
と
い
う
か
、

失
敗
す
る
は
ず
が
な
い
と
思
い
込
ん
で
る
、そ
れ
か
失
敗
の

可
能
性
に
気
づ
か
な
い
で
突
進
し
て
し
ま
う
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
。

　

と
な
る
と
、心
理
的
安
全
性
は
関
係
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

情
熱
が
あ
り
す
ぎ
る
の
も
考
え
も
の
だ
。

　

同
志
を
得
た
剣
行
さ
ん
の
頭
の
中
は
、チ
ョ
コ
ミ
ン
ト
で

い
っ
ぱ
い
だ
。
心
理
的
安
全
性
に
つ
い
て
は
、つ
ぎ
の
機
会

ま
で
に
よ
い
質
問
を
考
え
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　

ま
た
ド
ア
が
開
い
て
、や
っ
て
き
た
の
は
針
宮
さ
ん
だ
っ
た
。

今
日
は
コ
ン
サ
ル
の
予
定
で
は
な
い
け
れ
ど
。
タ
ピ
オ
カ
好

き
の
針
宮
さ
ん
は
、コ
ン
サ
ル
関
係
な
く
て
も
店
に
や
っ
て

く
る
。

　
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
。
今
日
は
お
客
さ
ん
で
す
か
」

　
「
そ
う
で
す
。
仕
事
で
近
く
ま
で
き
た
も
の
だ
か
ら
。
あ
ら
、

財
前
さ
ん
も
。
こ
の
お
店
気
に
入
っ
た
ん
で
し
ょ
」

　

得
意
顔
だ
。
自
分
が
こ
の
お
店
を
紹
介
し
た
も
の
だ
か
ら
、

財
前
さ
ん
に
先
輩
風
を
吹
か
そ
う
と
し
て
い
る
。

　
「
は
い
。
今
チ
ョ
コ
ミ
ン
ト
味
の
新
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
、

チ
ョ
コ
ミ
ン
党
仲
間
の
剣
行
さ
ん
と
検
討
し
て
い
た
ん
で
す
。

夏
は
こ
こ
に
通
う
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
」

　
「
チ
ョ
コ
ミ
ン
ト
な
ん
て
邪
道
。
和
食
に
ル
ー
ツ
を
も
つ

タ
ピ
オ
カ
屋
さ
ん
の
お
店
で
チ
ョ
コ
ミ
ン
ト
は
出
さ
せ
ま
せ

ん
よ
。
却
下
！
」

　

針
宮
さ
ん
、心
理
的
安
全
性
は
ど
こ
行
っ
た
。

 

仲
野　

祐
樹

　
（
小
説
を
書
く
中
小
企
業
診
断
士
）

東京都中小企業診断士協会ホームページにて小説「シンダンシ！」を連載しています。

本誌にて掲載しているスピンオフの原作となります。ぜひご覧ください。

URL  https://t-smeca.com/novel/

12   Tokyo COMPASS Summer 2026



〈所 在 地〉
〒 104–0061

東京都中央区銀座２丁目 10 番 18 号  東京都中小企業会館５階

〈最寄駅からのアクセス〉
東京メトロ有楽町線 銀座一丁目駅 11 番出口　徒歩１分

東京メトロ銀座線 銀座駅 A13 番出口　徒歩５分
東京メトロ都営地下鉄線 東銀座駅 A8 番出口　徒歩５分

JR 有楽町駅 京橋口　徒歩 10 分

外
堀
通
り

Ｊ
Ｒ
有
楽
町
駅

中
央
通
り

銀
座
線

昭
和
通
り

晴海通り 日比谷線

銀座柳通り 有楽町線

マロニエ通り

松屋通り

銀座駅

銀座一丁目駅

東銀座駅

京橋口
11番出口

Ａ8出口Ａ１３出口

ルイ・ヴィトン

Apple

ユニクロ

松屋

三越
和光

メルキュールホテル ホテルモントレ

ファミリーマート

黒川鞄


